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サステナビリティBook

「サステナブルな成長」の喜び、豊かさを
すべてのステークホルダーの皆様と
分かち合うために。



V2026
キューブシステムグループは、社会発展のために果たすべき義務や
役割を理解し、社員一人ひとりが事業や地域貢献などの活動を通
じて企業価値向上と社会課題解決の双方を実現する「サステナビ
リティ経営」を追求します。

また、その基盤となる法令や企業倫理などのコンプライアンスを徹
底し、社会や環境に負の影響を与えうる企業活動のリスク軽減に
も積極的に取り組んでいきます。

基本方針

サステナビリティ経営基本方針

持続的発展のための重要課題
キューブシステムグループ

トップメッセージ

ソフトウェアエンジニアリングで
社会の変革に貢献できる企業を
目指してまいります。

株式会社キューブシステム
代表取締役 社長執行役員 兼 CDO

中西 雅洋

当社は、1972年、ソフトウェア業界の草創

期に独立系ソフトウェア企業として設立いた

しました。以来、多様化し、高度化する顧客の

情報化ニーズに対し、様々な技術やソリュー

ションを適用し、顧客の競争優位の実現をサ

ポートするパートナーとして、高付加価値でコ

ストパフォーマンスの高いソフトウェア開発を

提供しております。

社会は、今、大きな変革を求められています。

社会生活が様変わりし、商品やサービスを提供

する事業会社は、様々な業種業態で戦略的

テーマを設定し、変革への対応に取り組んでい

ます。その取り組みは、DX（デジタルトランス

フォーメーション）と呼ばれており、いかにビジ

ネス変革、プロセス変革を成し遂げるかが問わ

れています。

当社はこのような環境のもと、次期ビジョン

で示す事業の方向性のもと、社員自ら志を持

ち、行動することを指針として、より高度なソフ

トウェアエンジニアリング力を活かし、各事業

会社でのDXの取り組みをサポートしてまいり

ます。また、顧客が向かい合う様々な社会課題

を事業機会として位置づけ、サステナビリティ

経営を追求してまいります。これら高付加価値

なITサービスを創造・提供することで、社会の

変革に貢献できる企業を目指してまいります。

今後とも一層のご理解とご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。



受託型/企画型による
顧客への価値提供

キューブシステムの強みを活かした持続的な成長を目指して
価値創造モデル

社会課題

災害・サイバーテロの
増加

急速な都市化

地球温暖化

インフラの老朽化

水・食糧の不足

医療問題

教育課題

エネルギー・
資源の枯渇

など

企業は人によって支えられ
人によって繁栄する。

社員はじめ、
人々の幸福を保障する為に
存続しなければならない。

存続と発展の根源は
利益であり、
利益は顧客によって
もたらされる。

この理念をもって、

“世界に誇れる企業を
  創り上げる”

お客様の
ニーズ・
課題

経営理念

ビジョン

財務資本

人的資本・人材

知的資本
●技術、ノウハウ
●ブランド

●強固な財務基盤
●ROIC経営

●多様なプロフェッショナル人材

社会関係資本
●顧客基盤
●協業パートナー

経営資源 社会への価値提供

社会・顧客・社員にとって豊かな社会を実現

V2026

顧客から
ベストパートナーと
評価される企業へ

環境・社会の
サステナビリティ

向上に
貢献する企業へ

社員と会社が
共に成長し、
喜び・豊かさを
分かち合える

企業風土の醸成へ

キューブシステムグループは、より良い未来に向けて、社員一人ひとりが事業を通じて社会に

貢献し、企業価値向上を目指しています。価値創造モデルは、経営理念にもとづいて、これまで

培ってきた強固な「財務資本」と多様な「非財務資本」を活用し、ビジョン実現に向けて事業活動

を推進することで持続的な社会の発展に貢献し、企業価値向上を図る仕組みです。

社会課題の解決やSDGsの達成にあたっては、ステークホルダーとの対話によって、当社自ら

が課題を発見し取り組む直接的な価値提供と、お客様に提供する高付加価値サービスを通じて

寄与する間接的な社会還元があります。いずれも、ステークホルダーの声を経営に活かしていく

ことで、価値創造モデルを循環させ、持続的な成長を実現します。

キューブシステムグループは、これからもステークホルダーとの対話を通じ、ビジョンを実現す

るための成長戦略を描いていきます。

事業を通じた
社会課題の解決

財務資本の向上
＋

非財務資本の向上

企業価値の
向上

SDGsに
対する成果

財務的価値の創出
（2020年度）

非財務価値の創出
（2020年度）

事業

生産性
成長性（’17-20）

資本効率
株主還元

売上高：147億円
営業利益：11億円
営業利益率：7%

PH売上：21百万円

CAGR：2.9%

ROE：14.0%

配当性向：32%

●ダイバーシティ
●働き方改革
●コミュニケーション活性化

V2026の推進
事業活動

お客様

株主・投資家

地球環境

取引先
（パートナー企業）

同業他社

地域社会

従業員

政府・自治体

プロフェッショナル
サービス

デジタルビジネス
ＳＩビジネス

エンハンスビジネス

経営基盤
人材価値向上
品質向上

パートナー連携
コーポレートガバナンス

システム
インテグレーション
サービス

システム
アウトソーシング

サービス



お客様

株主・投資家

地球環境

取引先
（パートナー企業）

同業他社

地域社会

従業員

政府・自治体

2023年度目標
（単位：百万円） 売上高 

営業利益 
利益率 
ROE 

18,500
1,480
8.00%

13%以上
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0
2020年度
実績 2020年 2026年2021年度 2022年度

第1次中期経営計画
2023年度

14,788

1,174

16,000

1,230

17,200

1,340

18,500

1,480

7.9 7.9 8.07.7

売上高 営業利益 利益率

2021～2023年度

10%

30%

60%

83%

16%

1%

第１次中期経営計画

経営/事業基盤の構築
（新たなビジネスへの変革の時期）

2024～2026年度 事業ポートフォリオ

第2次中期経営計画

変革を成果へつなげ、　 成長を加速
6 : 3 : 1 モデル

デジタルビジネス

●コンサル協業を通じたビジネス変革テー     マの実践
●デジタル技術を使った新ビジネスモデル     構築と展開

SIビジネス（Lift&Shift）

●クラウド・インテグレーション案件の積極     的提案
●当社独自のAgile型開発モデルの活用
●新たなシステム運用モデル構築・遂行

エンハンスビジネス

●基幹系、情報系システムのエンハンス範     囲拡大
●プロセス変革、派生開発の積極的な提案     活動
●高品質、効率的なリソース活用による生     産性向上

一人あたり
売上高

30百万円

V2020

V2026の方向性
「事業を通じて社会に貢献し、
企業価値の向上」を目指す
2021年3月、キューブシステムグループは、2021年度か
ら2026年度まで6か年の「VISION 2026（V2026）」を
策定しました。V2026では、社員自らが志とビジネスマ
インドを持ち、自ら考え、行動することを指針に、事業を
通じて社会に貢献し、事業成長を果たすとともに企業
価値の向上を目指していきます。成し遂げたい姿として
は、従来の受託型のビジネスに加え、企画型＋受託型ビ
ジネスで事業成長を果たしていくことを描いています。
また、事業の方向性として「エンハンスビジネス」「SIビジ
ネス（Lift＆Shift）」、そして「デジタルビジネス」の３つの
ビジネスモデルを確立し、持続的な成長を目指していき
ます。その実現に向け、2021年度から2023年度までの
「第1次中期経営計画」では、新たなビジネスへの変革
の時期としてビジネス資産を形成するとともに、成長を
盤石なものにするために制度設計、事業推進上の体制
整備等に注力し、事業成長の基盤を確立していきます。
2024年度から2026年度までの「第2次中期経営計
画」では、第1次中期経営計画で確立した基盤を活か
し、エンハンスビジネスでの圧倒的な生産性による収益
を確保するとともに、デジタルビジネスおよびSIビジネ
スでの飛躍的な事業成長を目指します。

エンハンスビジネスを基盤事業とし、高生産性、高
付加価値の徹底的な追求によって創出した利益
を、プロセス変革を中心としたSIビジネス（Lift＆
Shift）、そしてビジネス変革を中心としたデジタル
ビジネスの強化に投資していきます。

SIビジネス、DXビジネスにおいては、お客様
との対話を推進し、ビジネスモデルの企画提
案からコンセプト実証（PoC：Proofof 
Concept）、事業検証（PoB：Proof of 
Business）を通じてソリューションを提供
していきます。

「サステナブルな成長」を目指して
新たな中期経営ビジョン「V2026」の策定を開始

価値創造の“今”と“これから”

キューブシステムグループは、経営理念を実
践し、持続的な事業成長を果たしていくため
に、システム開発を通じた様々な社会課題の
解決に努めています。2021年度からは、
SDGsと紐付く6つの重要項目を定め、保有
する財務資本と知的資本などの非財務資本
を活用した高付加価値なサービスの提供を
通じて「V2026」の実現を目指しています。
キューブシステムグループは、価値創造プロ
セスを実践し、持続的に非財務的価値を高
めていくことで、社会・顧客・社員にとって持
続可能な豊かな社会を実現していけるよう
取り組んでいきます。

ビジネスモデル変革
●エンハンスビジネスを基盤にSIビジネス、
デジタルビジネスに投資

●企画型＋受託型ビジネスで安定的かつ
継続的な事業基盤を構築

人材・風土
●社員一人ひとりが
志とビジネスマインドを持つ、
自立的に考え、行動する組織へ

サステナビリティ経営の
高度化

ソフトウェアエンジニアリングを通じて新た
な事業機会やサービスを創出する多様な人
材の育成、創造的な風土づくりを進めていく
ために、「未来人材開発センター」を設置。
目指す人材像の明確化やキャリア別・階層
別育成の強化、人材情報の見える化、次期
経営者育成などを進めていきます。

 V2026 第1次中期経営計画 -数値指標

《VISION2026》 事業の方向性 事業を通じた
社会課題の解決

財務資本の向上
＋

非財務資本の向上

企業価値の
向上

SDGsに
対する成果
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高付加価値サービスの提供

全ての人々の金融サービスへのアクセスに貢献

キューブシステムグループは、銀行・保険・金融向けのシステム
構築、維持保守業務を通じて、金融機関業務の支援だけでな
く、全国の利用者へのサービス提供、適正でフェアなサービス
提供の実現を支援しています。
近年、パソコンや、スマートフォンのアプリを使って、インター
ネットバンキングのサービスが広く利用されています。キューブ
システムグループでは、銀行向けのインターネットバンキング
関連のシステム開発、保守運用サービスを行い、ネットバンク
の商品・サービスの提供に貢献しています。
また、インターネット専業銀行も増え、銀行が提供する金融
サービスにおいても、スマートフォンアプリを利用しておこなえ
るものが、多くなってきています。キューブシステムグループで
は、このようなスマートフォンアプリの構築も行っております。

ターゲット
●国内の金融機関の能力を強化し、すべての人々の銀行
取引、保険、および金融サービスへのアクセス拡大を促
進する

ターゲット
●あらゆるレベルにおいて、有効で説明責任のある透明性
の高い公共機関を発展させる
　●女性の能力強化促進のため、ICTをはじめとする実現技
術の活用を強化する

ターゲット
●すべての人々に安価で公平なアクセスに重点を置いた経
済発展と人間の福祉を支援するために、地域・越境イン
フラを含む質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靱（レ
ジリエント）なインフラを開発する

事業成長基盤の構築と継続

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

キューブシステムグループは、国籍、年齢、性別、社会的地位、
障がいの有無、価値観など働き方等の多様性を互いに尊重し、
認めあい共に活躍・成長することができよう、人材育成や環境

災害に強く安定した通信インフラ構築に貢献

キューブシステムグループは、モバイル事業における顧客情報
管理システムをはじめとする基幹システムのインフラ構築及び
保守業務を通じて、災害に強い、安心して使える通信環境の実
現を支援しています。
通信キャリア様は、携帯電話をいつでも、どこでも、安心して使
える通信環境を提供することを使命とし、より良いネットワーク
の提供に取り組んでいます。また、災害に強い通信サービスの
提供に努めており、さまざまな災害対策を実施しています。
キューブシステムグループは、この通信キャリア様の契約情報
を統合管理する顧客情報管理システムのインフラ保守運用業
務を担当しており、お客様への円滑なサービスが確保できるよ
う、システムを24時間365日ノンストップで稼働させ、安定的
なサービス提供に貢献しています。

重要課題の取り組み事例

整備、意識改革を進めています。
具体的には、女性活躍推進のための社内セミナーや勉強会を
実施しています。また、女性従業員の雇用と役職者への登用を
増やすための施策・環境整備を実施するともに、障がいのある
方や高齢者、外国籍の方の雇用を推進しています。
これら活動を通じて、社員一人ひとりが、いきいきワクワク働き
ながらプロフェッショナルとして能力を最大限に発揮できる職
場環境・風土づくりを目指していきます。
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重要課題の取り組み事例

ガバナンス・社会貢献

情報産業の将来を背負って立つ人材の育成

キューブシステムグループは、グローバルな視点で情報産業の
将来を背負って立つ人材育成を目的として、東洋大学におい
て、2016年より寄附講座を開設しています。情報技術や情報
産業と地域社会や私たちの暮らしの関わりに焦点をあてて、産
官学から招聘する多様な講師による最新の動向に触れる機会
を提供しています。
その他にも、東洋大学寄附講座の一環として、大学生と当社社
員によるアイディアソンの開催や子会社のベトナムキューブシ
ステムを拠点とした海外インターンシップも実施しています。
また、中学生に向けた職場訪問、IT教育などを実施し、将来を
担う人材の育成に取り組んでいます。

ターゲット
●2030年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、働き
がいのある人間らしい仕事及び企業に必要な技能を備
えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。

ターゲット
●2030年までに、包摂的かつ持続可能な都市化を促進
し、すべての国々の参加型、包摂的かつ持続可能な人間
居住計画・管理の能力を強化する。

暮らしやすい街づくりに向けての取り組み

キューブシステムグループは、本社のある品川区、西日本ソ
リューション事業本部のある大阪市、北海道キューブシステム
のある札幌市それぞれの地域と連携し、住みやすい街づくりに
貢献しています。清掃活動や美化活動での草取りや種まきなど
に参加し、地域社会貢献活動を実施しています。
また、当社の社員向けの活動として、「ファミリー・デー」を毎年
開催しています。社員のご家族に当社の事業、社内環境や実際
にご家族が働いている姿を見ていただくことで、当社をより理
解していただき、「会社」と「社員」、「家族」の絆を深める環境づ
くりとして実施しています。

寄附講座

ベトナムインターン

中学生の職場訪問

アイディアソン

美化活動 清掃活動

ファミリー・デー

株式会社キューブシステム
東京都品川区大崎2-11-1 大崎ウィズタワー　https://www.cubesystem.co.jp/



株式会社キューブシステム 東京都品川区大崎2-11-1 大崎ウィズタワー　https://www.cubesystem.co.jp

主なコミュニケーションツール
キューブシステムの

キューブシステム公式サイト
https://www.cubesystem.co.jp

CSRページ

サステナビリティBook

非財務情報

https://www.cubesystem.co.jp/csr
IR情報ページ

●有価証券報告書
●決算短信
●株主通信
●ファクトブック
●コーポレート・ガバナンスに関する報告書

財務情報

https://www.cubesystem.co.jp/ira
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